
                                    水  技  第 ２ ３ ６ 号       

                                  平成２１年９月１５日       

  
 会 員  各 位  
 

財団法人  水道技術研究センター 
理事長 藤 原 正 弘 

(公印省略) 

 

第１００回記念水道技術懇話会（水道サロン）の開催について（ご案内） 

 
  時下、ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。 
  当センターの事業の推進につきまして、日ごろから格別の御高配、御支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、このたび水道技術懇話会（水道サロン）が、丁度第１００回目を迎えましたので、渡米した日本人

で初めて米国水道協会「水道殿堂」入りをはたされた河村勧氏をお招きし下記のとおり開催いたします。

御多用の折ではありますが、多数の方々に御参加いただきたく御案内申し上げます。 
 

記 
１ 日      時： 平成２１年１０月３０日（金） 

              １３：３０～１６：１５ 
 

２ 場      所： 東海大学校友会館 東海の間  

                    〒100－6035 千代田区霞が関3-2-5 霞ヶ関ビル35偕 

                    TEL：03－3581－0121 

 

  ３ １部 講 演 会： １３：３０～１４：３０ 
演 題  ： 「私の選んだ道」（仮題） 
講 演 者： 米国水道協会（AWWA）Water Industry Hall of Fame賞、河村ｳｵｰﾀｰｴﾝｼﾞﾆ

ｱﾘﾝｸﾞ社社長 

              河村 勧 様  

               

 

 

  ４ ２部 パネルディスカッション： １４：４５～１６：１５ 
テーマ  ： 「水道技術の将来を考える」（仮称） 
パネリスト： 石丸 豊 様（（株）神鋼環境ｿﾘｭｰｼｮﾝ 水処理事業部担当部長） 

伊藤 禎彦 様（京都大学大学院教授）、 

河村 勧 様（米国水道協会（AWWA）Water Industry Hall of Fame賞、河

村ｳｵｰﾀｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ社社長） 

玉井 義弘 様（（株）日水コン相談役） 

山中 敦 様（阪神水道企業団企業長） 

ｺｰﾃﾞｨﾈｲﾀｰ ： 藤原 正弘（水道技術研究センター理事長） 

平成20年6月に米国水道協会（AWWA）最高の栄誉「水道殿堂」入りを果たされる。阪神水道企業団

に奉職後、米国大手環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ会社で要職を勤める、現在は米国で水道ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄを立ち上げ活躍中。

ご本人のプロフィルは、別紙をご覧下さい。



              

５  参     加     費：  １名につき１千円 
 

６  申し込み方法： 
       ・水道サロンはセンター会員サービスの一環として開催案内していますので、参加ご希望者で

非会員の方はご入会して頂くようお願いいたします。 
・申し込みは添付のファックス用紙または、電子メール( salon@jwrc-net.or.jp)にて、申込者の

氏名、団体名、役職を明記の上お申し込み下さい。申込はなるべく電子メールを御利用下さい。 
      なお、先着１００名で締め切らせていただきますので、ご承知おき願います。 

 
 

サロン担当 三井 康弘、 伊藤 嘉余子 
     財団法人 水道技術研究センター 

                      〒105-0001 東京都港区虎ノ門2-8-1 
                         TEL 03-3597-0212  FAX  03-3597-0216 



 
 

河 村 勧 先生 プロフィル 
   
   
   
   
   
   
   

 
（1929 年 9 月 25 日生） 

   
経歴 

1949 年 03 月  旧制神戸工業専門学校土木科卒業 
    50 年 07 月  阪神上水道市町村組合入庁 
    59 年 10 月～61 年 08 月 米国 Ohio 州立大学に留学 
    65 年 12 月  阪神水道企業庁退職、家族と共に渡米 
    65 年 09 月  Burgess and Niple Consulting Engineers 社入社 
    69 年 06 月  J.M. Montgomery Consulting Engineers 社入社 
    69 年 10 月  Sao Paulo, Brazil に海外出張（家族共） 
    71 年 03 月～73 年 06 月 Adelaide, Australia に海外出張（家族共） 
    73 年 07 月  Vice President（J.M. Montgomery 社）就任 
    95 年 06 月  The Senior Vice President（Montgomery Watson 社）就任 

2000 年 10 月  Montgomery Watson 社退社 
    00 年 10 月  Kawamura Water Engineering 社設立、社長 
           現在に至る 
学位 

 ・工学博士（京都大学） 
 ・衛生工学修士（Ohio State University） 
主たる設計関与プラント 

 以下の浄水場の実証実験、計画、設計、施工、評価業務など総計 120 以上のプロジェクト

に携わっている。 
・尼崎・甲山・猪名川浄水場、阪神水道企業団 
・New Aqueduct Filtration Plant、City of Los Angeles、600mgd（約 220 万ｍ３/日） 
・East Side Water Treatment Plant、Dallas, Texas、440mgd（約 160 万ｍ３/日） 
・South District Water Purification Plant、Chicago, Illinois、500mgd（約 190 万ｍ３/日） 
・New Walnut Hill Water Treatment Plant、Massachusetts Water Resources Authority、
450mgd（約 170 万ｍ３/日） 
・Taiacupeba Water Treatment Plant、SABESP of Sao Paulo、350mgd（約 130 万ｍ３/日） 
・H. Mills Water Treatment Plant、Metropolitan Water District of Southern California、
235mgd（約 90 万ｍ３/日） 
・Skinner Water Treatment Plant、Metropolitan Water District of Southern California、

河村勧先生は、２００８年６月

にＡＷＷＡ最高の栄誉「水道殿

堂」入りを果たされました。 



 
 

600mgd（約 220 万ｍ３/日） 
・Wonju Water Treatment Plant、Korea Water Resources Corporation、60mgd（約 20 万

ｍ３/日） 
・Los Barros Water Treatment plant、Mexico City、600mgd（約 220 万ｍ３/日） 
他多数 

受賞 

  ・阪神上水道市町村組合有効賞（1956 年） 
・日本水道協会有効賞（1959 年） 

 ・J.M. Montgomery 有効賞（Bud Carrol 賞）（1990 年） 
 ・米国水道協会 Water Industry Hall of Fame 賞（2008 年） 
その他業績 

 ・投稿報文 約 100 編 
 ・著書   Integrated Design and Operation of Water Treatment Facilities（３ヶ国語、

邦題：浄水場の総合設計）他 
 
 
 
＜2008 年 07 月 10 日付け日本水道新聞社の報道＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 河村勧さん ＡＷＷＡ最高の栄誉「水道殿堂」入り  

渡米した日本の水道技術者が 6万人規模を超える米国水道協会（ＡＷＷＡ）会員の最高の栄誉

である「水道殿堂」入りを果たした。6月 9日、アトランタで開催されたＡＷＷＡ総会の開会式

で承認されたもの。殿堂入りしたのは河村勧さん（79）。 

  河村さんは旧制神戸工業大学卒後、阪神水道企業団で昭和 25～39 年まで水道技術者として活

躍。同 33 年に「高濁度水の凝集沈澱処理に関する研究Ⅰ、Ⅱ」を日本水道協会誌に発表、翌 34

年には優秀論文として日本水道協会の有効賞を受賞している。その後、米国オハイオ州立大学で

衛生工学修士、京都大学で工学博士号を取得。米国の大手環境エンジニアリング会社・モントゴ

メリーワトソン社（カリフォルニア州パサデナ、従業員 6000 人）で副社長、技術顧問を務める

一方、南カリフォルニア大学大学院で教鞭も執った。米国内をはじめ、世界の水道づくりを手掛

けた。 

  米国水道協会の「水道殿堂」は米国水道界の傑出した人材やその功績を永く顕彰する制度。

1970 年に制度化され、同協会が 1881 年に設立されて以降、故人を含めこれまでに 100 人が選ば

れている。殿堂入りによって、名前を刻んだブロンズ銘板がＡＷＷＡ本部に掲げられ、その栄誉

が顕彰されることになる。水道殿堂の選考は年齢 60 才以上、会員歴 15 年以上の該当者から、毎

年 1～2名が理事会の総意で選ばれる。昨年は該当者ゼロだった。 

  河村さんは現在、カリフォルニア州サンガブリエルで水道コンサルタント会社「河村ウォー

ターエンジニアリング」を経営。今回の殿堂入りを「大変名誉なこと、びっくりしている。60

年間にわたる私の水道界への貢献が認められたというよりも、私の先輩、同僚からいただいた励

ましや助力によるところが大きい」と、喜びを語っていた。 



（財）水道技術研究センター              FAX：03-3597-0215 

     伊藤 行                         e-mail: salon@jwrc-net.or.jp 
     

 

第１００回 水 道 サ ロ ン   申 込 票 

（ 平成２１年１０月３０日開催 ） 

 

＜事業体・会社名＞ 

 

 

＜所  在  地＞ 

 

 

 

 所 属 ・ 職 名 氏  名 

 

記

入

欄 

 

  

 

記

入

欄 

 

  

 

記

入

欄 

 

  

 

＜事務担当者＞ 

 

所  属 

氏  名 

 

電話番号 

FAX 番号 




